
               平成２４年３月２１日

             様

「日の里ホームページ協力員」への参加について（依頼）

日の里コミュニティ広報部会

いつも日の里ホームページをご利用くださいましてありがとうございます。

日の里コミュニティ運営協議会主管の当ホームページは、平成１６年１２月に立上げ平成２３年６

月２５日時点で、お蔭様でアクセス件数が１００万件に達しました。

一方、平成２３年度のホームページのアクセス件数と投稿件数は、共に足踏み状態にあります。

そこで、広報部会として、下記により、ホームページの投稿に関わった皆様に「ホームページ協力

員」として参加して頂き、将来に向け、ホームページの普及と発展に繋げたい所存です。

皆様のご理解、ご協力の程、よろしくお願いいたします。

記

１．依頼したいこと

広報部会の「ホームページ協力員」として参加して頂きたい。

２．目的

(1)ホームページの投稿件数、アクセス件数を増やして、多くの地域住民に利用して頂きたい。

(2)投稿者の輪を広げ、ホームページの持続可能な体制を作る（円滑な世代交代）

３．現状・問題点

(1)例年、ホームページの投稿は、コミュニティの部会、各種団体や町内会の「ホームページ担

当者」に実施して貰っているが、年度替わりで離任すると「投稿」も終了する。

この状況を繰り返すとホームページの「投稿者」が減少して、やがてホームページが持続で

きなくなる恐れがある。

(2)投稿者に意思があっても、コミュニティや町内会などとの何らかの組織的な繋がりがないと、

自然体では投稿者は増えない。（現状では、広報部会を介した組織的なつながりがベター）

(3)ホームページ投稿者間の“実務面”での意見交換の場がなく、ホームページに関する実態が

上手く把握できないため、利活用促進のための改善策に繋がらない。

４．対策

(1)今後、各年度の投稿経験者の方に「ホームページ協力員」として広報部会に参加して頂き、

投稿件数の増加と、投稿内容の質（住民ニーズの視点）の向上に繋げたい。

５．ホームページ協力員の役割

(1)ホームページ協力員の立場より自由な意思でホームページに投稿する。

(2)ホームページの普及と発展のため可能な範囲で協力する。

６．広報部会での組織的な位置づけ

別紙参照

７．その他

(1)年間を通じて必要最小限の会議を開催する。

(2)ホームページの普及発展を目的とした会議室の利用やコピー代は広報部会の予算とする。

＊コミュニティ等による費用弁償はなし（自由意思に基づく“投稿”が原則）

(3)当件に関する組織運用面の課題はオープンな協議を通じて具体化したい。
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